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2023年3月期第2四半期 連結決算概要 連結PL
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売上高 対前年同期比 対予想比
+793百万円(+6.6％） +417百万円(+3.3％) 営業利益

対前年同期比 対予想比
△266百万円(△12.8％）+490百万円(+37.2％)

経常利益 対前年同期比 対予想比
△269百万円(△13.6％）+525百万円(+44.7％)

四半期
純利益

対前年同期比 対予想比
△11百万円(△0.8％） +363百万円(+38.9％)

単位:百万円

 2期に渡り行った賃料等減免措置を終了。前年同期比で熱供給販売量、給排水使用量が増加
したことにより増収。

 将来を見据えた費用である羽田空港一丁目プロジェクトの始動による資産除去債務関連の
減価償却費や熱供給事業の原材料となるエネルギー価格が増加。一方、資材不足による修
繕工事の遅れが発生。

 21年3月期における法人税及び消費税の修正申告を行い、特別利益を計上。

*2022年6月9日に修正した数値となっております。
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2023年3月期第2四半期 連結決算概要 セグメント別業績

賃料減免の終了、ALPINE越谷等の稼働で売上高が増加する
一方、資産除去債務関連の償却費の増加で営業利益が減少。

売上高 9,827百万円（前年同期比 + 3.8％）

営業利益 1,469百万円（前年同期比 △14.1％）

不動産賃貸事業

〈主な増減要因〉

【売上高】
(＋) 賃料減免の終了
(＋) ALPINE越谷等の

稼働

【営業利益】
(－)羽田空港一丁目

プロジェクトによる
早期償却、
資産除去債務
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2023年3月期第2四半期 連結決算概要 セグメント別業績

熱料金減免の終了に加え、冷温熱の販売量が増加したもの
の、原材料であるエネルギー価格(電気、ガス)が増加。

売上高 1,769百万円（前年同期比 +19.3％）

営業利益 256百万円（前年同期比 △27.1%）

熱供給事業

〈主な増減要因〉

【売上高】

(＋)熱料金減免の終了

(＋)冷温熱の販売量の
増加

【営業利益】
(－)エネルギー価格の
増加によるコスト増加
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2023年3月期第2四半期 連結決算概要 セグメント別業績

空港利用者の増加により、給排水事業が回復傾向

売上高 1,118百万円（前年同期比 +  14.4％）

営業利益 81百万円（前年同期比 +645.7％）

給排水・
その他事業

〈主な増減要因〉

【売上高】
(＋)給排水使用量の回復

【営業利益】
(＋）売上高の回復による

増益
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※その他事業は、共用通信事業・太陽光発電事業を実施しております。

単位:百万円 単位:百万円
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2022年3月期第2四半期 連結決算概要 連結貸借対照表

総資産額 1,024億円

一株当たり純資産 1,055円

自己資本比率 51.4％

【資産】資産除去債務の償却等による減少があるものの、国有財産年間使用料の前
払費用計上や新規融資による営業貸付金の増加等により増加

【負債】長期借入金の返済等により減少
【純資産】利益剰余金や為替換算調整勘定の増加により増加

総資産額 1,031億円

一株当たり純資産 1,097円

自己資本比率 53.2％

固定資産

76,228

流動資産

26,958

純資産

57,511

固定負債

34,004

流動負債 11,671

2022年9月末

資産合計
718百万円増

単位:百万円 単位:百万円

固定資産

77,884

流動資産

24,583

純資産

55,306

固定負債

36,110

流動負債 11,051

2022年3月末
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2023年3月期第2四半期連結決算概要 連結キャッシュ・フロー

【営業活動によるキャッシュ・フロー】税金等調整前四半期純利益、非資金項目である減価償却費

や営業貸付金の回収を行ったことによる収入

【投資活動によるキャッシュ・フロー】固定資産の取得による支出

【財務活動によるキャッシュ・フロー】長期借入金の返済や配当金の支払いによる支出

単位:百万円
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2023年3月期第2四半期 連結決算概要 株主還元

中間配当

1株あたり配当金

7円

・計画を上回る利益水準ではあるが、熱供給事
業の原材料であるエネルギー価格の先行きが
不透明であること等から期初予想どおり、配
当を実施

・株主各位への利益還元を重要と位置づけ、
財政状況を総合的に勘案した上で決定

・安定的かつ継続的な利益還元
・業績向上に連動した増配
・連結配当性向の目標値(通期)…40%以上

株主還元の
基本方針
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2023年3月期 連結決算予想 連結PL

京都のホテル物件の売却が決定し、固定資産売却益を特別利益として計上する
ため、業績を修正。併せて、給排水使用量の増加、熱供給事業の原材料である
エネルギー価格の高騰を業績修正に反映。

単位:百万円

23,777 24,443 25,277 1,500

・賃料・熱料金減免措置の終了
・空港利用者の増加による給排水使用量
の増加

・空室の臨時使用の増加

3,280 2,083 1,968 △1,312

・羽田空港一丁目プロジェクトによる資
産除去債務の負担

・熱供給事業の原材料であるエネルギー
価格の高騰

2,962 1,597 1,522 △1,440 ・上半期における受取配当金の増加

821 1,310 2,078 1,257
・還付消費税による特別利益の計上
・京都のホテル物件の売却による特別
利益の計上等

売上高

営業利益

経常利益

親会社株主
に帰属する
当期純利益

22年3月期
実績

(A)

23年3月期
実績予想
(6/9修正)

23年3月期
実績予想

(今回修正)
(B)

増減要因

は今回修正で追加となった要因

追加

追加

追加

追加

追加

追加

増減

(B-A)
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2023年3月期 連結決算予想 EBITDA＋回収金
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 22年度の減益要因のひとつはキャッシュ・フローに影響しない資産除去債務に
関する償却負担の増加によるもので、当社の収益体制に影響はない。

※EBITDA+回収金＝営業利益+減価償却費+回収金+リース原価
回収金は融資において返済された元本を指す。

単位:百万円

※
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2023年3月期 連結業績予想 株主還元

2023年3月期 1株あたり年間配当金

14円（予定）

中間配当7円＋期末配当7円(予定)
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年間配当 配当性向（連結）

(円) (％)

※2020年度は赤字の為、配当性向を出しておりません。

年間配当
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エンジン調達に対するファイナンス契約締結

Airport Facilities Co.,Ltd. 15

最近の取り組み

・海外グループ会社のAFS PROPERTIES PTE. LTD.(所在地：シンガポール）が
Total Engine Asset Management Pte. Ltd.(所在地：シンガポール以下、
TEAM社)とリース用航空機エンジン調達費用の融資契約を締結。本年3月に融
資を実行。

・当該分野へのファイナンスは当社として初の取り組み。

・海外事業における事業領域の拡大、収入源の多角化を目指す。

融資先 Total Engine Asset Management Pte. Ltd.

融資金額 900万米ドル（約10億円）

融資期間 5年間

契約締結日 2022年1月22日

融資形態
Total Engine Asset Management Pte. Ltd.
へのコーポレートローン
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航空機ファンドへ出資参画
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最近の取り組み

・㈱マーキュリアインベストメントが
新たに設立し運営する航空機ファンド
「マッハワン」にアンカー投資家とし
て出資契約を締結。

・新型コロナウィルス発生後、国内投資
家向けでは、初の航空機ファンド。

・コロナ禍で航空機を自社保有からリー
スに切り替える航空会社が増え、リー
ス機材の引き合いの増加が見込まれ
る。

・航空機投資関連事業のノウハウを蓄積
し、当分野への投資拡大を模索する。

ファンド
運営会社

株式会社マーキュリアインベストメント
Airborne Capital Limited

ファンド
規模

約500億円(当社出資額：40億円)

投資対象
機材

ボーイング737やエアバス320等の
ナローボディを想定

投資対象国 海外、日本問わず
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シンガポール・エンジン工場での太陽光発電設備設置
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最近の取り組み

・海外グループ会社のAIRPORT
FASILITIES ASIA PTE. LTD.
（所在地：シンガポール）が、
シンガポール・セレター空港に保有
するエンジン整備工場屋上に太陽光
発電設備を設置する。

・電力はご入居されているVector 
Aerospace Asia社(以下、Vector社)
に売電し、Vector社は自家消費用
電力として利用。

・引き続き幅広く事業機会を模索
し、事業の多角化を目指す。

投資金額
457,650シンガポールドル
（約4,600万円）

年間発電量 468,550kWh（予定）

着工 2023年1月（予定）

稼働開始 2023年3月（予定）
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AFCアセットマネジメント株式会社 始動
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最近の取り組み

・「空港外でのノンアセット事業」の育成・推進をするAFCアセットマネジ
メント株式会社を設立。

・当社の「長期保有し、賃料をいただくビジネスモデル」ではなく、物件取
得後、改装等を施し資産価値を高めて売却、得た資金で新物件を取得する
「回転型事業」を展開。

・現在、第1号物件の取得に向け、精力的に活動中。

物件取得 改装等で
バリューアップ

売却

優良物件として
蓄積 ファンド組成

￥
売却益を元手に
物件取得へ

￥

￥ ￥ ￥
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イノベーション推進室創設、AFCイノベーション・ラボ始動
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最近の取り組み

・世の中の新たな動きを踏まえ、新たな事業機会
を模索し、社内関連部門と連携しながら新規事
業の創出を推進する。

・社内公募制度「AFCイノベーション・ラボ」を
創設。イノベーション推進室が管理・運営し、
社員からの有望な提案を提案者と関連部門と協
働して事業化実現を目指す。

イノベーション・ラボ第一号案件
として、空室部等を利用したロケ
地誘致事業が始動。パートナー企
業と契約を締結。

映像制作会社

ロケ地仲介会社

ロケ地提供

賃料支払い

仲介手数料
支払い*

誘致を
サポート

ロケ地の
問い合わせ

ロケハンの
サポート

*仲介手数料は映像制作会社にロケ地としてお使いいただいた場合のみ支払い
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「企業理念」の制定

Airport Facilities Co.,Ltd. 21

ESGの取り組み

・中長期経営計画で掲げた「AFC VISION」を実現し、将来の更なる成長と発展の
ため、当社グループの存在意義や目指すべき企業像を改めて定義。

私たち空港施設グループは、価値ある施設とサービスの
提供を通じて、航空の未来と魅力ある街づくりに貢献します。

企業理念

統合報告書の発行

・サステナビリティ基本方針の策定、TCFD提言の賛同、提
言に基づく情報開示を総括し、当社初の統合報告書を発刊。

閲覧はこちらから＞https://www.afc.jp/ir/integrated-report.html



ESGの取り組み
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水素フォークリフト試乗会の開催

今後の展開

2050年カーボンニュートラル
の実現に向け

エコエアポート化
に貢献していく

・グリーン水素を燃料とする燃料電池フォーク
リフト(水素フォークリフト）の導入を羽田空
港国内貨物地区で検討するため、試乗会を開催。

・試乗会には航空、フォワーダー各社が参加し、
性能に対して好意的な意見が多く寄せられた。

・2050年カーボンニュートラルの実現に向け、
関係各社、行政とともに取り組みを推進する。

空港内における
再生可能エネルギーの
更なる活用を検討

・これまで行ってきた太陽光発電
設備整備等の知見を活かす

羽田空港国内貨物地区での
水素フォークリフトの導入と
水素ステーション整備の検討

・行政や関係各社と協力し、CO₂
削減に取り組む



ESGの取り組み
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羽田空港周辺の水素利活用モデル調査に参画

・官民6者連携で国立研究開発法人
新エネルギー・産業技術総合開発
機構（NEDO）が公募した「水素
製造・利活用ポテンシャル調査」
委託事業に対し、「東京国際空港
及びその周辺地域におけるＣＯ２
フリー水素利活用モデル調査」を
提案、採択。

・当社は、空港内のGSE車両への水
素利活用調査、空港内の施設にお
ける水素需要調査を担当。

・関係各社、行政と連携をしながら、
カーボンニュートラルの実現、エ
コエアポート化を目指す。

採択テーマ
東京国際空港及びその周辺地域における
CO₂フリー水素活用モデル調査

調査内容

●海外で製造した水素を川崎臨海部に輸入し、
需要地である羽田空港周辺まで輸送するモデル
による水素供給ポテンシャルの調査
●羽田空港施設内の電気・熱・ＧＳＥ車両への
水素利活用および周辺地域の水素利活用による
水素需要ポテンシャルの調査
●経済性・温室効果ガス削減効果の調査
●国内外における先進事例・技術動向調査

調査期間 2022年10月～2023年9月（予定）

参画者
日本空港ビルデング株式会社/空港施設株式会社
/ENEOS株式会社/川崎市/大田区/
デロイトトーマツコンサルティング合同会社



ご注意

■本資料は、投資勧誘の目的のための資料ではありません。

■将来に関する部分については、現時点で入手可能な情報に基づくものであり、事業環
境の変化などによって異なる結果になる可能性があります。

■投資等に関する重要な決定は、ご利用者のご判断でお願い申し上げます。

本資料は、ホームページでもご覧頂けます。

https://www.afc.jp/
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免責事項

空港施設株式会社 IR室

TEL ：03-3747-0953

E-MAIL ：afc_ir@afc.jp

お問い合わせ先

http://www.afc.jp/

